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国
際
化
の
進
展
、
公
害
問
題
の
深
刻
化
、
従
業
員
福
祉
充
実
の
要
請
等
に
対
応
し
中
小
企
業
の
安
定
と
振
興
を

図
る
た
め
に
は
、
抜
本
的
な
中
小
企
業
政
策
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
差
し
当
た
り
現
下
の
金
融 

し
か
も
、
六
月
二
十
六
日
、
日
本
銀
行
が
発
表
し
た
七
月
の
金
融
市
場
の
資
金
需
給
見
通
し
に
よ
る
と
、
資
金

不
足
額
は
六
月
の
一
兆
四
千
億
円
を
上
回
る
一
兆
六
千
三
百
億
円
に
達
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
金
融
市
場
の
資
金
需
給
の

逼ひ

つ

迫
が
企
業
金
融
の
資
金
窮
迫
感
を
一
段
と
強
め
、
そ
の
シ
ワ
寄
せ
が
弱
小
の
中

小
企
業
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
は
必
然
の
情
勢
に
あ
る
。 

中
小
企
業
は
、
一
昨
年
に
続
く
今
年
の
通
貨
調
整
に
よ
り
不
測
の
打
撃
を
受
け
た
う
え
、
さ
ら
に
最
近
に
お
け

る
相
次
ぐ
金
融
引
締
め
の
強
化
に
よ
り

甚じ

ん

大
な
影
響
を
受
け
、
い
ま
や
深
刻
な
経
営
難
に

逢ほ

う

着
し
て
い
る
。 
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四 
引
締
め
が
中
小
企
業
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
し
や
断
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
急
務
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
二

点
に
関
し
政
府
の
見
解
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

一 

こ
の
際
、
中
小
金
融
三
機
関
の
資
金
量
を
大
幅
に
増
強
し
て
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業

信
用
保
険
公
庫
の
保
険
準
備
基
金
、
融
資
基
金
を
増
額
し
て
民
間
金
融
機
関
の
中
小
企
業
向
け
特
別
貸
出
わ
く

を
設
定
す
る
等
、
金
融
引
締
め
下
に
お
け
る
倒
産
防
止
を
含
め
た
中
小
企
業
の
必
要
資
金
を
十
分
に
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

二 

首
文
に
述
べ
た
金
融
状
況
に
か
ん
が
み
、
特
に
こ
の
際
、
政
府
は
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
の
運
用
を

強
化
し
、
下
請
代
金
の
支
払
遅
延
、
不
当
な
買
た
た
き
、
事
後
値
引
、
受
領
拒
否
等
の
親
企
業
の
不
公
正
な
行

為
に
よ
り
下
請
事
業
者
の
利
益
が
害
さ
れ
な
い
よ
う
厳
重
に
こ
れ
が
監
視
、
摘
発
を
励
行
し
、
違
反
事
実
の
排

除
に
格
段
の
努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


